
東北経済産業局 

「アントレプレナーシップ教育プログラムの普及に関する東北的モデル検討調査報告書」 

（H13 年度） 

(16) 高等学校コンソーシアム京都「インターンシップ」 

 

◆教育の対象者 

○高校生 

◆教育の実施者 

○高等学校 

◆教育プログラム実施のコーディネーター 

○高等学校コンソーシアム京都 

※事務局は、(株)京都ソフトアプリケーション(ＫＹＳＡ)内に設置。 

※京都市と私立高校、京都の経済団体（京都商工会議所）などが協力して 2000 年３月

に設立。高校生に就労体験などを通じて具体的な進路指導を実施するため設立。 

※起業家教育センターと同様、京都リサーチパーク内に事務局設置。 

◆教育プログラムの企画者 

○高等学校コンソーシアム京都 

◆教育プログラムの目的 

○高校生の職業選択能力や勤労観の向上 

○高校生の起業家精神の涵養 

◆教育プログラムの内容 

○実施期間・回数・頻度・延べ時間 

・2000 年８月、2001 年１月に洛陽工業高校、伏見工業高校、西京商業高校の３校で就

職希望の生徒を対象にインターンシップを実施した。 

・2001 年度からは普通科や商業科でも実施予定。夏休みなどを利用して日吉ヶ丘高校

などは 10 人程度、西京商業高校も国際経済科の生徒約 10 人を市内の観光施設やホ

テルに派遣する予定。 

○実施場所 

・地元企業 

○プログラムの内容 

・京都のベンチャー企業を中心に企業研修を体験する。 

◆今後の展開 

○2001 年度は、対象を京都市立校９校に拡大、期間も一週間以上にする。さらに京都の

大学間で単位互換などを進めている大学コンソーシアム京都と連携、高校生が大学の

授業を体験できる機会などを設ける予定。 

○また、企業経営者を高校に招いての特別授業の開催なども計画。 

◆照会先 

○高等学校コンソーシアム京都 

・〒600-8813 京都府京都市下京区中堂寺南町 17 京都高度技術研究所 7F 

      (株)京都ソフトアプリケーション(ＫＹＳＡ)内 

・TEL:075-325-2040 FAX:075-325-2041 
(資料)「高校生に起業家教育／ベンチャーの都・京都復活へ」『日本経済新聞』（2001 年７月３日） 

 

 

 

 

  


